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本日の進め方

鵠沼海岸５丁目の水害の実情を知る

本日の進め方

WS鵠沼海岸５丁目の水害の実情を知る
（住民自身による被災体験をベースにした被害想定）

WS

地域発

条件を設定して５丁目で起きる事態を想定する
（前提条件の整理と想定する事態の明確化）

WS
FSV

地域発

防災ラジ
オドラマ

に

その時の行動や意見を時間を追って書き出してみる
（シナリオ化）事前準備・事中対応・事後処理

WS

に

そのような事態を防ぐための事前対策を考える
（できるだけ抜本的なもの）

WS
（できるだけ抜本的なもの）

事前対策を行動に移す事前対策を行動に移す
(WS終了後の地域の活動）



事前シナリオ・事中シナリオ・事後シナリオ事前シナリオ・事中シナリオ・事後シナリオ

事前準備シナリオ事前準備シナリオ

•数日以内に地域に水害が予想された場合何を準備するか

•現在の人的、物的資源ではどこまでできるか

事中対応シナリオ事中対応シナリオ

•いざ災害が発生し始めたらどう対処するか

•支援の必要な人と支援のできる人をどうつなぐか支援の必要な人 支援のできる人を う なぐ

事後処理シナリオ事後処理シナリオ

•災害の後始末を、個人だけでできることと地域でなければで
きないことに分けて考えるきないことに分けて考える



シナリオワークショップのポリシーシナリオワ クショップのポリシ
地域知・経験知・専門知の融合



鵠沼海岸５丁目防災マップ たくさんの情報登録ありがとうございました



日本の水害の現状参考 日本の水害の現状

象 が気象庁を中心とする継続的な観測体制が整備されて
いるので、数日以内に起きる気象現象に関しては、
以前より信頼の高い予測が可能にな た しかし短以前より信頼の高い予測が可能になった。しかし短
時間で急激に降水をもたらすゲリラ豪雨などについ
ては精度の高い予測がまだ困難であるては精度の高い予測がまだ困難である。

河川堤防や斜面対策などが進められ、水災害は近年河川堤防や斜面対策などが進められ、水災害は近年
内水氾濫型に移行しつつある。しかし都市化により
地域の流出特性は年々変化しており、過去に起きた
災害を上回る事態が生じる可能性も否定できない。
また温暖化に伴い短時間で集中的に降水が起きる現
象が増加 と う報告もあ象が増加しているという報告もある。
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鵠沼地域に水害をもたらした２つの台風22号
（Ma‐on と Ida）

参考：狩野川台風（195８）



2004年藤沢市10大ﾆｭｰｽ参考 2004年藤沢市10大ﾆｭｰｽ
世代別関心度

ニュース 20 30 40 50 60- 計

新江ノ島水族館オープン 12 14 14 9 7 56
台風22号 23号が直撃 10 9 13 9 9 50台風22号、23号が直撃 10 9 13 9 9 50
記録的猛暑、辻堂で35.3度 7 9 11 9 6 42
おれおれ詐欺が多発 8 10 8 3 4 33おれおれ詐欺が多発 8 10 8 3 4 33
湘南新宿ラインが大増発 6 5 9 8 3 31
救急救命センター建設工事着工 4 5 4 6 7 26救急救命センタ 建設工事着工 4 5 4 6 7 26
防犯ブザー全国初の駅頭貸出 6 8 4 4 4 26
藤沢市長選実施、山本市長が三選 4 3 9 5 4 25
アテネ五輪、地元関係3選手が銅メダル獲得 3 6 8 4 2 23
市立中学校が2学期制試行実施 4 4 6 4 4 22



藤沢市洪水ハザードマップ



藤沢市洪水ハザードマップ（避難地図）の概要
最終更新日：2009年4月1日最終更新日：2009年4月1日

近年、全国的に地球温暖化の影響による集中豪雨の発生や都市化の進展による地下浸透能力の低下に
伴う雨水流出量の急激な増大等により、浸水被害が多く発生しています。また、大地震により津波が押し寄
せてきた時には 円滑で迅速に避難することが重要です このことから 藤沢市では 平成１９年度に避難せてきた時には、円滑で迅速に避難することが重要です。 このことから、藤沢市では、平成１９年度に避難
場所、避難経路及び避難の判断に資する情報を盛り込んだ洪水ハザードマップと津波ハザードマップを作
成しました。これらハザードマップを活用して、日頃から地域の危険箇所を知り、自発的な避難の心構えを
養いましょう。

１ 洪水ハザードマップ

この浸水想定区域は神奈川県により公表された（平成18年、19年）もので、境川、引地川、目久尻川、小出
川が大雨によって増水し、堤防の決壊などにより水があふれた場合に想定される浸水範囲とその程度、避
難場所等を示した地図です。難場所等を示した地図です。

なお、高潮や地域の内水氾濫については、含まれておりません。

■ 想定している洪水の規模は次のとおりです。

（１） 境 川 ：100年に１回程度発生する大雨（１時間雨量93mm）（１） 境 川 100年に１回程度発生する大雨（１時間雨量93mm）

（２） 引地川 ： 30年に１回程度発生する大雨（１時間雨量74mm）

（３） 目久尻川 ： 50年に１回程度発生する大雨（１時間雨量81mm）

（４） 小出川 ： 50年に１回程度発生する大雨（１時間雨量81mm）

地図に示した区域以外でも、雨の降り方や土地利用の変化などにより浸水することがありますので注意して
ください。

■ 避難については、藤沢市災害対策本部設置後、浸水により相当な被害が生ずるおそれがある区域に
は 避難勧告や避難指示が出されます 避難するときには 警察 防災関係機関等の避難誘導に従い安は、避難勧告や避難指示が出されます。避難するときには、警察、防災関係機関等の避難誘導に従い安
全かつ迅速に避難してください。



藤沢市洪水ハザードマップの活用方法
最終更新日：2009年4月1日最終更新日：2009年4月1日

マップで自分の家を確認し 浸水する可能性があるのか確認しましょうマップで自分の家を確認し、浸水する可能性があるのか確認しましょう。

避難場所を確認しましょう。

避難する際に家族が離れ離れになった時のために集合場所を決めておきまし
ょう。

避難場所へ行くまでの安全な避難経路を確認しておきましょう。

過去の浸水箇所を避けて避難経路を確認しておきましょう過去の浸水箇所を避けて避難経路を確認しておきましょう。

避難経路を一度歩いてみて、夜間や浸水していることを想定して目標物や経
路沿いの危険箇所を調べておきましょう。

気象情報の伝達系統を確認し、洪水時の情報を聞き漏らさないようにしましょ
う。

マップに記載してある「避難に備えておきましょう」を確認して 自主的に 安全マップに記載してある「避難に備えておきましょう」を確認して、自主的に、安全
・確実に避難できるようにしましょう。



海岸5丁目の水特性海岸5丁目の水特性



事前シナリオ・事中シナリオ・事後シナリオ事前シナリオ・事中シナリオ・事後シナリオ

事前準備シナリオ事前準備シナリオ

•数日以内に地域に水害が予想された場合何を準備するか

•現在の人的、物的資源ではどこまでできるか

事中対応シナリオ事中対応シナリオ

•いざ災害が発生し始めたらどう対処するか

•支援の必要な人と支援のできる人をどうつなぐか支援の必要な人 支援のできる人を う なぐ

事後処理シナリオ事後処理シナリオ

•災害の後始末を、個人だけでできることと地域でなければで
きないことに分けて考えるきないことに分けて考える



状況と課題１ 事前準備シナリオの検討

台風の接近と事前準備

気象庁 表 れば 今後 時• 気象庁の発表によれば、今後72時間以内に
神奈川県南部では総雨量300ミリから400ミリ
の豪雨の可能性が指摘されている。

• 過去に水害を経験した住民からは、災害に備
えて何か準備をしておくほうが良いのではな何 準備を おく う 良 な
いかという声が出はじめている。

• 町内会としては何をどのような段取りで進め、
災害に備えるか、時間を追って整理してみま災害 備 る 、時間を追 整 みま
しょう。



台風情報の例
シナリオ作成
の前提条件 台風情報の例

非常に強い台風22号

の前提条件

非常に強い台風22号
は、現在日本の南海上
にあ て 時速35kにあって、時速35km
の速さで北北西へ進ん
でいます

10日18時

でいます。

今後、進路を北東より8日18時

9日18時

今後、進路を北東より
に変える見込みで、9
日夕方には東日本に接

8日18時

日夕方には東日本に接
近または上陸するおそ
れが出てきました。

7日18時

れが出てきました。



気象庁の発表文の例
シナリオ作成
の前提条件 気象庁の発表文の例

• 台風の影響で、本州の南海上の前線の活動が活発になっており、
関東地方や伊豆諸島、東海地方で雨が強まってきました

の前提条件

関東地方や伊豆諸島、東海地方で雨が強まってきました

• 台風の北上に伴い、雨雲はさらに発達する見込みで、台風の中心
が近づく前から東北地方、関東地方、東海地方、紀伊半島南部にが近づく前から東北地方、関東地方、東海地方、紀伊半島南部に
かけての太平洋沿岸を中心に、広い範囲で大雨になるおそれがあ
ります。

• ９日２４時までの２４時間に予想される雨量は、いずれも多いと
ころで、
東海地方（三重県）、近畿南部 ５００ミリ
甲信地方 東海地方（三重県を除く） ４００ミリ甲信地方、東海地方（三重県を除く） ４００ミリ
近畿、北陸、関東、伊豆諸島３００～４００ミリの見込みで

雷 突風を伴い１時間に５０ ８０ミリの非常に激しい雨が降る• 雷・突風を伴い１時間に５０～８０ミリの非常に激しい雨が降る
おそれがあります。

土砂災害 河川の増水 氾濫 低地での浸水等に厳重な警戒が必• 土砂災害、河川の増水・氾濫、低地での浸水等に厳重な警戒が必
要です。



事前準備のアクションシナリオ
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事前準備のアクションシナリオ
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事前準備のアクションシナリオ
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事前準備のアクションシナリオ
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事前準備のアクションシナリオ
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事前準備のアクションシナリオ
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状況と課題２ 事中対応シナリオの検討

高取り残された高齢者

• 引地川の水位が徐々に上がると同時に、下
水道の排水能力を超えた雨水が道路にあふ水道 排水能力を超 雨水 道路 あふ
れ出し、気がつくとあっという間に床下まで水
がきた地区がでてきた。がきた地区がでてきた。

• 独居の高齢者の方の中に建物から出られな
くな た が出 ると う情報が 内会くなった人が出ているという情報が町内会の
災害対策本部に寄せられた。

• 災害時にも地元で出来る救援活動を時間に
沿って整理しましょう沿って整理しましょう。



ケース１：ケ ス１：

高齢者の独り暮らしの家で玄関前まで水が来はじめ
たとき 地域ではどのような支援ができるでしょうか？たとき、地域ではどのような支援ができるでしょうか？

ケース2：
ご主人が仕事に出かけていて、妊娠中の奥さまと幼児
しかいない家庭があり、移動をしないと車が水没しそう

な状況になった時はどうすればよいでしょうか？

ケース3：
学校は午前中で終わったけれど、風が強くなる中、川
のそばに遊びに出ている子供たちを見かけたという情そ 遊び 出 る子供 ちを見 け う情

報が入った時、どうすればよいでしょうか？



事中対応のアクションシナリオ
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事中対応のアクションシナリオ
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事中対応のアクションシナリオ
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事中対応のアクションシナリオ
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事中対応のアクションシナリオ
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事中対応のアクションシナリオ
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考えられる事前準備参考 考えられる事前準備
• 町内会の「災害対策本部」の設置会 災害対策本部」 設置

• 連絡網の確認（電話、直接の声掛け、留守宅の確認）

• 状況把握体制の整備（一番水が出やすいところの特定と監視体状況把握体制の整備（ 番水が出やすいところの特定と監視体
制、地域住民への伝達に備える）

• 排水溝や側溝の点検（詰まりはないか）

• 引地川の水位の確認（あまり近づくのは危険→記事）

• 避難体制の整備（避難所に必要な物資をそろえる）

• 高齢者・障害者などの地域での支援体制の確認

• 防災無線などの機器類の点検防災無線な 機器類 点検

• 浸水に備えた土嚢の用意

• 防災倉庫の点検防災倉庫の点検

• 水害が発生した場合の一時集合場所の確認



災害事前情報の収集参考 災害事前情報の収集

• 定期的に情報が届くもの（特別なことをしなく
ても得られる情報）

自分で情報を集めに行くもの（主に ）• 自分で情報を集めに行くもの（主に ）
Web

• あらかじめ登録しておくことで、欲しい情報が
届くもの（主に ）届くもの（主に ）mail



考えられる事中対応参考 考えられる事中対応

地域 時 監視体制 維持• 地域での24時間監視体制の維持

• 停電や夜間に備えた照明、連絡網の確認停電や夜間に備えた照明、連絡網の確認

• 場合によっては救助

• ただし台風が接近する場合、風が相当強くな
るので、外出はかえって危険になる可能性がるので、外出はかえって危険になる可能性が
あるので注意が必要

自家用車の避難（移動）• 自家用車の避難（移動）

• 小中学生の登下校の安全確保


